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１、平成29年7月九州北部豪雨災害の概要

〇福岡県朝倉市、東峰村を中心に被害が発生
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１、平成29年7月九州北部豪雨災害の概要

〇短時間に、特定の地域に、記録的な豪雨が襲った

北九州

7月5日 12:00 ～ 21:00

【最大9時間雨量(mm)】

東峰村

朝倉市

福岡

凡 例

５０㎜

１００㎜

１５０㎜

２００㎜

２５０㎜

３００㎜

３５０㎜

４００㎜

４５０㎜

7月5日 12:00～21:00の

９時間で７７４mm

観測史上最大は、
東京都大島における
１２時間で７０７mm

朝倉市黒川（北小路公民館観測所）
9時間で774mmを記録

（平年の7月の月間雨量の約2倍）
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１、平成29年7月九州北部豪雨災害の概要

〇気象情報の発表状況

九州で初めての特別警報
県内16市町村に
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１、平成29年7月九州北部豪雨災害の概要
〇37名の死者、2名の行方不明者、多数の家屋被害等が発生



6福 岡 県
Fukuoka Prefecture

１、平成29年7月九州北部豪雨災害の概要
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１、平成29年7月九州北部豪雨災害の概要
〇県内における被害額は1,941億円程度であり、戦後最大規模
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１、平成29年7月九州北部豪雨災害の概要

〇住宅被害写真
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１、平成29年7月九州北部豪雨災害の概要

〇道路被害、農業被害写真
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２、平成29年7月九州北部豪雨災害の特性

〇中山間地域の中小河川沿いで起こった災害であり、被害状況が
一般的な水害というよりも津波災害に酷似

①流木・土砂の堆積
→二次災害のおそれ、道路障害となり各種活動の制約

②筑後川沿いの広大な行方不明者捜索地域
→当初予想しなかった対象地域、多くの自治体の境界部での

対応が必要

③道路寸断等による内部（奥地）の情報収集が困難
→航空写真等による被害の分析と断片的な情報の

統合化が必要
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３、平成29年7月九州北部豪雨災害の特性

〇流木・土砂の堆積
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２、平成29年7月九州北部豪雨災害の特性

〇広範囲にわたる行方不明者捜索地域

60ｋｍ
被災地
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２、平成29年7月九州北部豪雨災害の特性

〇道路寸断等による内部（奥地）の情報収集が困難
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３、災害対応を通した所感

〇災害対応を通して感じたこと

・ 想定外の雨

・ 関係機関が持つ情報の活用

・ マスコミ対応（行方不明者の公表の仕方）

・ 災害対応の長期化

・ 発災直後の被災情報の把握
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４、平成29年7月九州北部豪雨災害時における情報共有

〇発災直後の状況

＜発災当日から深夜にかけて＞
・防災行政無線を除く通信の途絶
・道路被害による被災地への途絶
→ 夜間・停電、通信不通、降雨等のため、自衛隊に偵察を要請

＜発災翌日以降＞
・行方不明者をはじめとする被災状況の入手すら困難であった
→航空機による全般状況、地上での状況把握
（消防、警察、自衛隊等による情報の集約）

・断片的な情報、形式の異なる情報等により、集約が困難であった
→地図による「見える化」の重要性を認識
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４、平成29年7月九州北部豪雨災害時における情報共有

〇県災害対策本部での情報共有

消防

気象台

福岡県

海保

自衛隊

県警

消防庁
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４、平成29年7月九州北部豪雨災害時における情報共有

〇関係機関との行方不明者捜索に係る会議
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４、平成29年7月九州北部豪雨災害時における情報共有

〇計22回開かれた災害対策本部会議
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４、平成29年7月九州北部豪雨災害時における情報共有

〇地図に孤立状況など、被災情報を展開し、可視化（紙地図ベース）
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４、平成29年7月九州北部豪雨災害時における情報共有

〇県と市町村との情報共有

・ 市町村からの被害情報の収集は、FAX及び電話で行った。
→防災情報システムはあったが、古いシステムであったため、

電話、FAX等の紙ベースによる情報共有が主体であった。
※ R1年度に、防災情報システムを更新。

・ 東峰村に関しては、防災行政無線によるFAXと電話が唯一の回線
として機能した。

・ より詳細に被災情報を把握するため、防災危機管理局職員や防災
部局で業務経験のある職員を現地情報連絡員として派遣し、市町村
からの被害報告だけでは分からない被災現場の抱える課題等の情報
入手に努めた。
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４、平成29年7月九州北部豪雨災害時における情報共有

〇県災害対策本部での情報共有の課題
・災害対策本部室が、約100㎡にも満たない狭い空間であり、関係者が
一堂に会して活動するスペースが足りず、廊下や別の階の会議室を活用
せざるを得なかった。

・平素から顔の見える関係構築により、多くの協力と情報提供を受けることが
できた。しかし、次第に情報を捌ききれなくなり、有益な情報も生かしきれ
なく、宝の持ち腐れとなった
→① 情報量（数・容量）が膨大

② 入手した情報の価値の不理解
③ 共有の系統未確立の他、システム的連接の不備
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４、平成29年7月九州北部豪雨災害時における情報共有

〇災害対応時の情報のポイント①

▼災害に応じた重要な情報要素の見極めが肝要
→今回の災害では、流木

・ 流木が被災地への侵入を阻害する大きな要因であり、被災状況・
救助活動等の困難の根源
→ 行方不明者の情報とともに、流木の状況把握及び流木への処置等

に資する情報の入手及び共有を重視し、関係機関からの情報を
一枚の地図に集約・記載し、共有・活用
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４、平成29年7月九州北部豪雨災害時における情報共有

〇航空写真と流木状況の整理（デジタル地図による可視化）
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４、平成29年7月九州北部豪雨災害時における情報共有

〇災害対応時の情報のポイント②

▼行方不明者の捜索地域拡大に伴い、当初より多数の自治体等との
情報共有が必要に
→今回の災害では、情報共有すべき自治体等が増加

※ 死者の約3割が被災地から離れたところで発見

〇災害対応時の情報のポイント③

▼各機関の有する情報の把握、総合化が必要
→今回の災害では、鳥の目と虫の目の情報を一体化
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４、平成29年7月九州北部豪雨災害時における情報共有

〇各機関等の有する情報を総合化した捜索地域の整理
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４、平成29年7月九州北部豪雨災害時における情報共有

〇様々な機関が所有するデータを活用
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５、災害を受けて…県の取組み

〇被災者支援チームを設置し、専門的・機動的に取り組む
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５、災害を受けて…県の取組み

〇公共土木施設の復旧
道路復旧状況 河川復旧状況
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５、災害を受けて…県の取組み

〇商工業の復旧・復興
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５、災害を受けて…県の取組み

〇災害対応に関する検証結果報告書の作成
・豪雨災害の対応を検証し、その経験や教訓を今後の防災対策の充実・
強化につなげていくため、「平成29年7月九州北部豪雨対応検証委員会」
を設置。
・災害発生から概ね3か月程度の期間の対応について「評価できる点」及び
「課題」を抽出し、対応策について検討。6項目について検証作業を実施。

①初動対応
②被災自治体の行政運営支援
③避難者対策
④被災者の生活再建支援
⑤商工・農林水産業者の事業継続支援
⑥公共土木施設等の応急復旧
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５、災害を受けて…県の取組み

〇検証結果の一例【避難者対策】
＜評価できる点＞
・ 東峰村では、避難行動要支援者の個別計画による避難支援等を実施
・ 避難者のニーズに沿った支援物資の供給及び避難所環境の整備 等
＜課題＞
・ 中小河川の水害の危険性、土砂災害に関する情報把握手段の

強化が必要 等
＜主な対応策＞
・ 中小河川・土砂災害の情報把握手段の確保
▼ 水位計が設置されていない中小河川等への簡易水位計等の

設置を推進
▼ 土砂災害危険度の画像情報を配信するためのシステムを整備 等

・ 中小河川についても、洪水の避難勧告等発令基準の策定を、
市町村に対し要請
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５、災害を受けて…県の取組み（防災局関連）

〇災害対策本部室の移転・拡充（熊本地震の教訓を含む）

・ 面積…移転前 135㎡→移転後 433㎡
・ 大規模災害時には、講堂（617㎡）も

一体的に使用
・ 地震時のエレベーター停止時にも影響なし
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５、災害を受けて…県の取組み（防災局関連）

〇防災情報システムの構築
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５、災害を受けて…県の取組み（防災局関連）

〇「市町村における防災情報の伝達強化事業補助金」を創設

〇補助金の概要
・対象自治体：孤立するおそれがある集落・避難所をもつ市町村
・利用者 ：避難所運営者、自主防災組織代表者等
・対象経費 ：市町村が通信手段確保を目的として衛星携帯電話等を

整備する導入経費
・補助率 ：1/2
・事業年度 ：平成30年度～令和2年度

〇課題
・孤立した集落において、停電や中継局等の破損等により、

電話が不通となり、情報発信ができなかった。
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５、災害を受けて…県の取組み（防災局関連）

〇その他の取組み

・ 県災対本部の機動力強化のため、災害現地活動用車両（1台）
及び通信機器等を整備

・ 初動体制強化のため、県庁近傍に防災危機管理局長公舎を設置

・ 広域災害を想定した複数市町村との総合防災訓練の実施
ex.) 令和元年度訓練…広川町、みやま市にて実施

・ 熊本地震後に創設した「災害時緊急派遣チーム」の体制強化

・ 航空運用調整班で使用する共通対応地図の導入
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ご清聴ありがとうございました
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